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女性歴史文化研究所 研究プロジェクト 

「女性文化の再生産過程―母―娘関係の研究」研究成果公刊の書 

本プロジェクトでは、前回、「女性と怪異」をテーマに研究考察を重ねた『女の怪異学』（2007.3）を公刊し

た。今回は第三弾として、「女性文化」をテーマに「母と娘」という異なる個体と思想を持つ二者がつくりあ

げる文化とはどういうものであるのかについて、時代や領域を横断した多角的な考察を試みてきた。 

本書はその成果物であり、京都橘大学女性歴史文化研究所叢書として公刊されるものである。 
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